
 資料 2

地質調査結果 

1. 概要 
地質調査【第 2 段階】の現地調査を終了した。調査結果を報告する。 
当段階では、処分場建設に関する「詳細設計に向けた地質情報の取得」を目的とし、ボーリング、土質試験等を

実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2. 設計上の課題（第 1 段階調査より） 
第 1 段階調査で判明した、地質上の課題は以下 4 項である。 

1. 地下水位 
２層構造（浅層地下水：阿蘇火砕流内；深層地下水：被圧地下水）となっている。 

2. 阿蘇火砕流堆積物弱溶結相（Lwt）非溶結相（Nwt）の性状 
とくに岩盤強度。固結度が小さく法面が発生する際は、降雨により流出する恐れがある。 
基底部が粘土化し、地下水位を規制する。 

3. 間隙堆積物（段丘堆積物）の性状 
硬質な玉石混じり砂礫。地耐力は期待できるが透水性非常に大きく、一帯地下水の流出経路となっている。 

4. 地すべり 
地質構造を踏まえると、掘削によって不安定化が懸念される地すべり地形が複数存在する。 

 
課題 4.地すべりに対しては、施設配置を変更することで対応した。 

課題 1～3を明確するため、以下を実施した。 

1. ボーリング調査 
2. 地下水位観測・水質分析 
3. 土層性状確認 

・現場密度試験 
・室内土質試験 

    物理試験（密度試験、含水比試験、粒度試験、液性限界・塑性限界） 
    力学試験（三軸圧縮試験） 
 

第 1 段階 
課題：地質構造の把握 

地質解析 ・地質図面修正 
・地質リスク抽出 
・設計上課題の抽出

地質解析 

第 2 段階 
課題：詳細設計に向けた地質情報の取得 

調査計画の見直し 

・地質リスクの具現化 
・各地質の性状把握 

地質調査の流れ

第 1 段階調査で把握
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3. 調査地の地質 
一帯の地質層序・区分を下図のとおり整理した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

地質区分表 
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現地状況写真 
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ボーリング調査結果の例（R06-1）

R06-1
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ボーリング調査結果の例（R05-1）

R05-1
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R06-8 孔

R06-8

ボーリング調査結果の例（R06-8）

貯留構造物基礎標高(EL.70.00m)

6



 

調査位置図

孔番 ⽬的
R06-5 左岸側⽕砕流堆積物内の地下⽔モニタリング
R06-6 処分場下流の地下⽔モニタリング孔
R06-7 段丘堆積物内の地下⽔モニタリング孔

R06-8
コンクリートピット中央部の地盤状況確認
段丘堆積物内の地下⽔モニタリング孔

R06-9 コンクリートピット内上流の地盤状況確認
R06-10 処分場上流の地下⽔モニタリング孔
R06-11 右岸側⽕砕流堆積物内の地下⽔モニタリング孔
R06-12 搬⼊道路の地盤状況確認

4. 地質調査結果 
4.1 調査位置 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

：ボーリング計画地点(第 2段階) 

：既往ボーリング地点 

：現場密度試験・表層土砂採取地点

構造物基礎地盤の確認

・構造物基礎地盤の確認

・地下水モニタリング 

・地下水モニタリング

・地下水モニタリング

・地下水モニタリング
・地下水モニタリング

・地下水モニタリング

・搬入道路の地盤状況確認 

地すべりを避け、

施設を再レイアウト

施設配置計画見直し結果を踏まえ、

ボーリング調査位置を選定 

縦断図

No.10 No.12
No.14 
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4.2 地質断面図 
第 2 段階調査を踏まえて、地質断面図を更新した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 

 
 

 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 

  

縦断図
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No.14

R06-9 R06-8
R06-10

R06-7

R06-10

R06-9

R06-8

地下水が２層（自由面地下水と

被圧地下水）存在する 現計画では、貯留構造物の基礎は非溶結相（Nwt） 

柱状図凡例

縦断図

R06-12

地質断面図の例（縦断図）

掘削 盛土 

■課題 

① 阿蘇火砕流内（自由面地下水）と段丘堆積物 tg1 層（被圧地下水）の 2 層存在する。 

② 現計画では、非溶結層（Nwt）が掘削標高となる。 

上流

下流

拡大図

盛土 

 盛土 
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課題① 
課題② 

盛土 

凡例 

  ：自由面地下水

  ：被圧地下水 
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■課題 

① 段丘堆積物 tg1 層に被圧地下水が胚胎する。 
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変更点：段丘堆積物の分布及び層厚

変更点：崖錐堆積物の分布

R06-1 

調査前 

調査後

横断図 No.14

地質断面図の例（横断図 No.14）

掘削 盛土 

盛土 
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課題① 

地質的留意事項② 

凡例 

  ：自由面地下水

  ：被圧地下水 

  ：湧水点 
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R06-4(3.5m 投影)
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変更点：沢部における阿蘇火砕流堆積物 
（Nwt,Lwt,Nwt-c）の分布 

変更点：崖における阿蘇火砕流堆積物

（Mwt）の分布 

調査前

調査後
R06-4(3.5m 投影)

横断図 No.12

地質断面図の例（横断図 No.12）
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凡例 

  ：自由面地下水

  ：被圧地下水 

  ：湧水点 
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（Nwt,Lwt,Mwt）の分布 

調査後 

tg1
Nwt-cNwt

Mwt

Nwt

Lwt

Lwt

Ss

横断図 No.8

地質断面図の例（横断図 No.8）
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課題に対する対応（第2段階調査立案） 第2段階調査結果 今後の対応

1
地下水が2層構造
（阿蘇火砕流堆積物内と段丘堆積物内）

水位観測孔を設置し、施工前の水位・水質を把握する
水位観測孔設置完了
モニタリング環境を整備した

◇施工前の水位・水質の把握
　・自記水位計による連続的な地下水位観測
　・水質分析

2 阿蘇火砕流堆積物の溶結度による性状の違い

【分布】
　・地質構造をさらに詳細に把握。高精度の地質平面図・断面図を整備した
　　⇒特に河床部基礎掘削標高の地質構造を変更（No.12）
【性状】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※異常値を除く（平均N値）-（標準偏差）/2
阿蘇火砕流堆積物は溶結度の違いで力学性状が異なる
　⇒溶結度の違いによる地層区分が必要

3 段丘堆積物の性状

【分布】
　・阿蘇火砕流堆積物に不整合に覆われ、基盤岩を不整合に覆う玉石層
【性状】

※玉石以外の基質：礫当たりを除き、最小N値/10×30cmで換算した代表N値

4 地すべりが防災調整池にかかる
配置計画を見直すことにより、地すべり箇所を回避
　⇒対応済み

- -

【分布】
　・ボーリングで詳細な地質構造の把握
　・地表地質踏査で詳細な露頭分布と湧水点等を把握
【性状】
　・標準貫入試験
　・現場密度試験等にて物理特性・力学特性等を把握

◇設計方針に反映
　現計画では非溶結相（Nwt）が貯留構造物基礎掘削標高となる

第1段階調査で把握した課題

1回目 2回目 3回目

20回/10cm 30回/7cm -

標準貫入試験

5. 地質工学的検討 
5.1 設計上の課題 

 
  

溶結度 N値 代表N値※ 透水性

Mwt
（中溶結）

Mwt
＞50

＞50
割れ目発達し、帯水層
透水性：大

Lwt
（弱溶結）

Lwt
38～＞50

＞50 高透水

Nwt
（非溶結）

Nwt
0～26

3.4
パイピング
砂質土

Nwt-c
（変質粘土）

Nwt-c
2～8

3.5
変質粘土
遮水層として機能

阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物

透水性

tg1
極大
細粒分を欠く

＞50
（玉石以外の基質：125.9）

N値

礫当り

換算例

この場合、 

2 回目は礫当りであるため 

1 回目の 20 回/10cm を 3 倍して

60 回/30cm に換算する 
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6. 工程計画 
以下の工程で実施する。 
・地下水位観測：令和 7 年；1 回/月でデータ回収・地下水解析を実施 
        令和 8 年以降；1 回/4 ヵ月 
・水 質 分 析：令和 7 年；1 回/四半期（春・夏・秋・冬） 
         季節毎の水質特性を調査・分析する 
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